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研究成果の概要（和文）：　発達障害は生物学的基盤を背景とし、社会的環境の影響を強く受けて、非平均的な活動特
性を生じ、成長途上並びに成人後においても様々な認知的･行動的問題を生ずる発達の一連のありかたである。本研究
では発達障害特性に関する認知神経科学的諸検査及び、社会的環境・生活の質（QOL）に関する調査を実施した。
　脆弱性と回復性に関連する共通的背景メカニズムとして視覚系背側経路処理機能を基盤とした実行機能やワーキング
メモリー機能を想定し、事象関連電位や眼球運動等の指標を分析して、個に応じた読みや書きなどの支援方法に関する
検討を行った。また、QOLと障害特性調査結果の親子間の相違に基いた援助方法等を総合的に検討した。

研究成果の概要（英文）：　Developmental disorders have biological bases and are influenced from social 
circumstances. Their developmental courses are not typical, and children and adults with them have 
various cognitive and behavioral problems. In this study, several neuro-cognitive measurements were 
performed, and some investigations for QOL and traits of developmental disorders were carried out.
 Dorsolateral functions in visual processes, executive functions and working memory are supposed as 
common mechanisms for resiliency and vulnerability of the disorders. Event-related potentials, eye 
movements, etc. were measured and analyzed. Their results contributed to develop methods for support of 
children with them in reading and writing and so on. Improvements in supporting methods for adolescents 
with them and their parents were performed by suggestions from evaluative differences between their 
results for their QOL and the traits.

研究分野： 特別支援教育　認知神経科学
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性
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 発達障害は生物学的基盤を背景としつつ

社会的環境の影響をも強く受けて、非平均的

な活動特性を生じ、成長途上並びに成人後に

おいても様々な認知的・行動的問題を生ずる

発達の一連のありかたである。発達障害は、

学習障害、ＡＤＨＤ，自閉症を含み、知的障

害をも包摂する幅広い概念であり（原,2009）、

かつそれらの間で少なからず合併する実態

がある(Menghini et al.,2010)。そして重複す

る疾患が多いほど、対応により強い困難を生

ずることになる。従って、重複可能性を発達

早期に検知し、環境調整などの対応によって

合併による影響を最少にすることが望まれ

る。さらに回復性の個人差も存在し、環境調

整はその点からも検討される必要がある。 

発達障害の発生機構としてはさまざまな

原因が論議されてきているが、ある程度共通

した基礎的メカニズムが存在すると想定し

うる（Menghini et al.,2010;室橋,2008）。発

達障害の範疇にあっては、共通的局面と各疾

患に特異的な部分が存在し、様々な障害特性

プロフィールが存在する。発達障害のある青

少年への個別支援は、それらの特性に対応し

たかたちのものであることが求められよう。 

発達障害には、社会的環境のありかたによ

る影響が強く現れる。したがって、その評価

を適切に行うことが援助・支援の上で重要で

ある。これまで発達障害とよばれてきた神経

発達症群（DSM-Ⅴ：特異的学習症、ADHD、

自閉症スペクトラム障害など）において、社

会的環境から受ける影響のありかたに共通

する面と異なる面が存在する。この社会的環

境からの影響は、発達障害に存在する認知・

行動特性の共通的部分と特異的な部分とも

関連していると想定され、青年期に顕在化し

やすい。 
２．研究の目的 
 本研究では、適切な個別支援方法の開発に

向けて、発達障害の情報処理過程における共

通的基盤と特異的局面を、知覚・認知メカニ

ズムを中心に生理心理学的・認知心理学的諸

指標を用いて検討する。また、障害特性なら

びに生活行動に関する質問紙等を用いて行動

特性を評価し検討する。 

 （１）生理心理学的・認知科学的基盤の検

討：片桐・室橋（2005）は、運動知覚閾値と

ソーシャルスキル能力が相関することを見

い出した。この知見は、magnocellular 系機

能の低下が社会生活技能に影響することを

示唆しており、この機能が脆弱性を評価する

指 標 と な り う る こ と を 示 し て い る 。

magnocellular 系機能の低下は、学習障害

（Vidyasagar,2005 他）、自閉症(Milne et 

al.,2002 他)、統合失調症(Cimmer et al.,2006

他)で指摘されており、magnocellular 系機能

を含む背外側経路機能は脆弱性を反映する

指標となり得る（室橋,2008）。また実行機能

やワーキングメモリー機能も、脆弱性あるい

は 回 復 性 を 反 映 す る 機 能 と な り 得 る

（Menghini et al.,2010, Martel et al.,2007）。 

（２）社会的環境からの影響の検討：室橋

ら（2008,2009）は、大学生、定時制高校生、

および発達障害のある青年を対象として、生

活の質(QOL)と発達障害特性（ディスレクシ

ア、ADHD、アスペルガー障害）を測定する

質問紙を開発あるいは利用して、それらの関

連性を検討した。その結果、定時制高校生お

よび発達障害のある青年では、ディスレクシ

ア特性ならびに ADHD 特性を強く有するほ

ど、生活の質が低いことが示唆された。また、

アスペルガー障害特性については、発達障害

のある青年においてより強く生活の質の低

さと対応していた。他方、そのような特性の

強くない大学生では上述の傾向は認められ

なかった。これらの結果は、読み書き困難や

不注意・多動・衝動的行動特性が、定時制高

校生や発達障害のある青年の生活の質によ

り強く影響を及ぼすことを示しており、社会

的環境の影響の複雑さを示唆している。個人

のもつ知覚・認知・行動特性の把握と同時に、



社会的環境を把握しつつ、それらの関連性を

考慮した援助・支援方法の開発を行うことが

重要となるであろう。 
3．研究の方法 
（１） 発達障害特性の生理心理学的測定なら

びに認知心理学的諸検査の検討 

 眼球運動、事象関連電位、ワーキング・メ

モリー、音韻処理などに関連する諸検査を障

害特性に応じて実施し、magnocellular系機能

を含む視覚系背外側経路機能に関連する諸機

能や実行機能などを分析・検討する。 

（2）発達障害のある児童・青年のQOLならび

に社会的環境からの影響評価の検討 

 室橋らが開発した生活の質(QOL)調査票を

用い、対象者の日常生活の諸側面に関して主

観的レベルでの＜生きづらさ＞を評価する。

また因子分析法により導出された自己評価や

攻撃性等の因子別得点を算出する。さらに

種々の障害特性評価用質問紙を実施し、諸結

果とのQOL因子得点との関連性を検討する。 

(3)発達障害のある児童･青年の学習援助及び

生活支援プログラムの開発に向けた検討 

 上記の方法により検討したに認知生理心理的

基盤を背景とする障害特性評価結果に基づき、

個に応じた学習援助法を総合的に検討する。ま

た社会的環境に関する評価結果等から、保護

者と本人の認知のずれ等を示して親子カウンセ

リングを行い、エビデンスベースド・カウンセリン

グによる支援についても検討する。 

４．研究成果 

（１）障害特性の認知神経科学的検討 

 大学生を対象として、高速提示されるひら

がな単語及び非語、記号列を用い、事象関連

電位を指標として検討した (Okumura, et 

al.,2015)。その結果、文字列に対して自動的

に言語的処理が開始されるのではなく、視覚

的注意が言語的処理の進行に密接に関与す

ることが示された。読みの困難には視覚的注

意のありかたが強く影響し、その背景には

magnocellular 系機能を含めた視覚系背外側

経路機能が関与しているものと想定された

(室橋,2011)。また発達障害のある児童・生徒、

特にＬＤを中心として、視標追跡眼球運動、

文章黙読時眼球運動等を測定した結果(柳生

他,2011)、眼球運動が不規則になりがちであ

ることがうかがわれた。このことは、発達障

害においては視覚的注意の制御過程不全が

あり、その背景には magnocellular 系機能の

不全があることが示唆される（豊巻,2011）。

さらに読み困難のある児童の文章読解時に

おける眼球運動を指標とし、対象児にとって

未知の文章について朗読聴取の有無による

違いを検討した。その結果、あらかじめ朗読

を聞いていた場合には、眼球運動の戻り回数

が少ない傾向にあった（Iwata, et al.,2014）。

このことは、対象児が文脈情報を利用して読

み困難に対処していることをうかがわせ、こ

の背景にもmagnocellular系機能を含めた視

覚系背外側経路機能不全が示唆される。 

 小学生を対象とした読み・書き・算数の困

難に関する iPad スクリーニングテストを実

施中の眼球運動について測定を行った。この

テストでは、課題が視覚的ならびに聴覚的に

提示される。予備的検討において、低学年児

と中・高学年児では非語の対応文字列の選択

や提示文の正誤判断などで、眼球の停留特性

における違いが認められた。これらのことか

ら、注視の発達特性を踏まえた上で、眼球運

動を含めて諸検査の結果を総合的に分析す

ることによって読み困難のありかたをより

詳細に検討し得ると考えられた（Murohashi, 

et al.,2013）。 

  作業記憶機能は、注意資源の配分と密接に

関連していると想定され、高機能であるほど

課題非関連刺激への配分が少ないと想定さ

れる（Tsuchida, et al.,2012）。書字困難の

ある児童を対象として、漢字類似図形の記銘

を筆記、空書、視認により実施した後に再生

課題を行ったところ、空書の成績がより良好

であった（蓮沼、室橋,2014）。この結果から、

書字困難のある場合には、筆記処理が作業記



憶機能に過度な負担をかけており（室

橋,2014a）、空書は負担軽減に寄与している

と想定された。 

 自閉症スペクトラム障害では、心情理解に

困難さがあることが知られている。対象児に

視覚化による物語文の読み取り援助を行っ

たところ、より適切な理解が促された（足立、

室橋,2013）。この背景には、文理解処理が作

業記憶機能に過剰な負担をかけていること

をうかがわせる（室橋,2014a）。また脳内ネ

ットワークにおける結合性も関与する可能

性がある（豊巻他,2013）。 

 表情検出課題において、怒り表情は笑い表

情よりも早く処理されることが知られてい

る。広汎性発達障害のある子どもにおいても

同様であり、静的表情の基本的処理様式に違

いはないことが示唆される。だが表情変化に

対する事象関連電位成分 N170 の分析から、

自閉症スペクトラム指数のより高値である

健常成人では、怒り表情に関する変化閾値が

より高いことがうかがわれた（日高他,2012）。

動的情報に関しては、自閉症スペクトラム圏

では処理不全となりやすいことがうかがわ

れ、その背景には magnocellular 系機能を含

めた視覚系背外側経路機能の不全のあるこ

とが示唆される(室橋,2011)。 

 自閉症圏にある児童を対象として、役割交

代課題に対する絵本の読み聞かせの影響が

検討された。その結果、母親による物語絵本

の 30 分ほどの読み聞かせの約 6 日間の継続

によって文脈処理能力が増し、対象児の役割

交代能力が高まったことが示唆された

（Tsunemi et al.,2014）。このことも同様に、

その背景としてmagnocellular系機能を含め

た視覚系背外側経路機能の不全があり、学習

の効率性を低下させていることを示唆する。 

 実行機能は、認知機能の制御に密接に関わ

っているが、他方で情緒的機能の影響を強く

受けると考えられる（Prencipe et al.,2010）。

また実行機能は、作業記憶機能と相補的な関

係にあるといえる（斉藤、三宅,2014）。痛み

に関わる共感性課題について事象関連電位

を指標として検討したところ、身体的ならび

に心理的痛みと ERP 諸成分との関係が見出

され、認知的メカニズムと情動的処理との関

係が検討された（橋本他 ,2013;佐藤、室

橋,2013）。自閉症スペクトラム傾向が強いほ

ど、情動共有処理を反映する ERP 成分が大

きく、他方で認知的処理を反映する成分が小

さいことが示された。これらの結果は、実行

機能が情動関連処理を適切に行い得ること

が、作業記憶機能とも相俟って回復性に密接

に関連することを示唆する。 

（２）生活の質（QOL）と社会的環境に関連

する影響の検討 

 定 時 制 高 校 の 学 年 別 QOL 調 査 と

LD,ADHD,ASD 障害特性との関連性では、学年

ごとにQOLと障害特性の相互作用の現れ方が

異なっており、社会的環境の影響を受けるこ

とがうかがわれた。この調査では、定時制高

校生群において、経済困難因子と家族一体感

因子に関連したより多くの問題のあること

が示唆された（室橋,2011）。 

 これらの調査方法を利用した親子別調査

についても検討した（室橋,2011）。その結果、

対人関係や障害特性について親と子で問題

の捉え方に関して視点が異なることが示さ

れた。この方法は、青年期以降の子とその親

を対象にしたエビデンスド・カウンセリング

として利用できると考えられる。 

 幼児においては、自記式調査は行うことが

出来ないため、保護者や保育者による評価が

必要となる。そのため、幼児期における QOL

の評価方法について検討した。保護者・保育

者による評価では、評価者の育児・保育観が

強く影響する（吉川,2014）と考えられるた

め、評価対象となる行動が生じた状況・文脈

などについても検討できるようにする必要

があると考えられた。 

（３）総合的支援方法の検討 



 障害特性の生理心理学的・認知心理学的検

討ならびに行動特性と QOL に関連する検討

からうかがわれるように、発達障害圏ではそ

の背景にmagnocellular系機能を含む視覚系

背外側経路機能や実行機能、ワーキングメモ

リー機能の不全が共通的基盤として存在し、

予測、文脈把握などの困難を生じやすいこと

が示唆される(室橋,2014a,2014b,2013,2011)。

援助方法として、文脈情報の事前提示や利用

促進の方策をとることが有効になると想定

され、本研究においてもそのような考え方に

合致する成果が示されたと考える。 

 社会的環境の影響調査に関する諸指標と

認知生理心理的諸指標との間には、両者に関

連し得る多くの中間表現型が存在している

と想定される。そのあり方については、今後

さらに探索的に検討していくことが重要と

なると考えられる（室橋,2014b）。 
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